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6 動作図 (4)併成し，腕が 45
0

に完全に降下したとき始めて開放して電動憾

の回路を遮(しゃ)断する。

c 信号腕が水平のときは接触せず，腕が 40。まで降下した

とき接触し保持電磁石の線輪に電流を流す。

d 信号扱所にある信号反応訴を励作させるための接点で，

信号腕が水平のときは接触せず 5。降下すると接触して反応総

の回絡を作る。

e f g これは a-d の接点とは逸って特殊の形をした接点

で e f は固定し接触片 Eが回路制御掠の納の回転に伴なって

e f の間を移動する。信号腕が水平から 45。まで降下するまで

と ， 逆に腕が復帰するとき 45
0

から 30
0

まで上男する聞は， f 

接点に接触し 30 0 から 4。までは e 接点に接触する。 4。以内に

なるとまた f 接点に接触する。

制御継電骨量が動作して S の接点を閉 じると電池-8接点- b

接点-f g 接点ー電動軽量一電池

という回路ができて，電流が流れm動機が回転を始める。これ
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4 動作図 (2)

接極子 J の吸引

によりこれにつ

ながる爪が上り

電動軽量の剥1に収

付けたローラに

引かかり電動機

が逆転しないよ

うに歯止めをか a

ける(図ー5) 。こ |

れによって信号

腕は下向 45
0

の

位置に保持され

る。この保持装
持雄子吸ヲ|

置がいったん働

くと，その後は接極子を離さぬ程度に電磁石を巡る電流を小さ

くすれば，電力の節約となり電池が長持ちするゆえ接短子が!荻

引されるとすぐK接点が切れて， 電磁石全部 (420n) に電流が

流れる。これで電気抵抗が 20n の場合よりはるかに大きくな

るゆえ，電流は逆に少ししか流れなくなる。

信号てこが定位にもどされ制御調Ult骨量の回路が遮断されると

S 接点が落下し，保持電磁石が無励磁となる。接極子は日推され
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ローラが爪か

ら解放され，

電動機は回転

できるように

なる。そこで

信号腕は信号

眼鏡の反霊に

より，水平の

位置にもどる

がこの場合，

'i[動犠は逆回

転する。 30。

の位低まで腕

が上昇すると

e g の接点が

接触して(図 信号腕問型地、逆回転
-6) 

電動軽量-ge 接点-jlJiJ動抵抗-K接点ー電動後

という回路をも育成する。この逆回転の場合は電動軽量は発憶践と

なり，信号眼鏡の反置による回転力で発電作用をする。したが

って回転力が電気力に変化した分だけ回転力は小さくなり，突

際はプレーキがかかったのと同じ結糸になる。この制動作用に

よって ， 信号腕が激しい勢で水平に復するのを防ぐ。なお制動

抵抗は 2n のものを使用するが，これは発電されて回路に流れ

る電流があまり大きくならないようにjlJiJ限するためてaある。そ

して信号腕力; 4 0 以内に復帰すると，ふたたび f g接点が接触し

て最初の状態に帰る。 これで定位一反位一定位の動作を完了し

たが e f 

g の接点は

調整困難で

また故障も

起し易いの

で，この接

点を使用し

ない方法も

ある。この

場合保持電

磁石の回路

が断たれて

(図ー7) 信号

腕が 45
0 の -

位置から水 e f ~持点‘ fi曳用川崎合

平にもどり始めると，電動隊の逆回転によりただちに発111制動

がかかり，水平位|世に停止しても発電回路はそのまま残る。信

号てこをふたたひ.反位にすると制御継抱総の S 接点を閉じて電

動繊の回路をl\'IIúえする。

電動僚が動作するとき電動機の中を流れる電流は， ?lZ圧約

9 V において最大 2.5 A, 15 秒間に腕木を 45
0

下向させるが，

信号腕が他の原因で途中で降下を妨げられた場合に冠動俊を笠

松させないと ， ftt流が大きくなって焼抑するおそれがある。そ

のため図ーl の D と E の制lの聞が摩擦クラッチになっていて穐

励磁は空転する。この摩擦P ラッチはfltllllJ般の空転するときの

電流を規定の値(定格電流 2 A) の1.5 {告ぱ内に止まるように
加減する調整ねじを付してある。

A型信号軽量を遠方信号織として使用するときは，この信号織

の現示がどうな っているかを信号掛に知らせるため信号扱所に

7. 動作図 (5)




